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孔
子
廟
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
儒
学
の
祖
で
あ
る
孔
子
を
祀
っ
た
廟
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
的
に
は
「
至
聖
廟
」
（
１
）
（
２
）
 
と称される場〈□もある。琉球では戦前まで、孔子廟が久米村と首里の一一箇所に存在した。本稿では、
こ
の
う
ち
の
前
者
、
す
な
わ
ち
久
米
村
孔
子
廟
の
創
建
に
つ
い
て
言
及
を
行
う
。
（３） 
久
米
村
孔
子
廟
に
つ
い
て
の
従
来
の
研
究
は
、
主
に
琉
球
に
お
け
る
儒
学
の
振
興
や
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
表
出
、
（４） 
そ
れ
を
主
と
し
て
担
っ
た
程
順
則
に
関
連
さ
せ
た
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
久
米
村
漢
学
の
発
展
史
と
い
う
形
つり）
でも、これらが論じられてきたと一一一一回えるだろう。これより久米村孔子廟の創建は、従来は久米村史の
久
米
村
孔
子
廟
創
建
の
歴
史
的
意
義
は
じ
め
に
’
十
七
世
紀
後
半
の
政
治
史
的
視
点
か
ら
Ｉ
伊
藤
陽
寿
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従
来
か
ら
、
十
七
世
紀
の
後
半
か
ら
十
八
世
紀
の
初
頭
は
、
国
家
政
策
と
し
て
久
米
村
の
儒
教
や
中
国
的
規
範
の
拡
（６） 
充
が
推
進
さ
れ
る
と
同
時
に
、
近
世
琉
球
へ
の
体
制
の
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
期
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
で
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
、
「
中
国
化
」
や
儒
学
の
振
興
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
一
方
で
、
孔
子
廟
創
建
の
時
期
は
、
羽
地
朝
秀
の
改
革
期
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
く戸Ｉ）
ろう。なぜなら、羽地改革の通説に従えば、改革の大きな目的のひとつは、大規模な経済改革にあっ
た
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
経
済
改
革
の
中
に
は
、
礼
制
の
簡
素
化
や
合
理
化
と
い
う
項
目
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
（８） 
が
厳
し
く
取
り
締
ま
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
に
即
し
て
み
る
と
、
孔
子
廟
が
｝
」
の
時
期
に
創
建
さ
れ
る
と
い
う
の
は
、
理
由
な
く
し
て
は
い
さ
さ
か
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
孔
子
廟
創
建
時
に
琉
球
を
取
り
巻
い
て
い
た
政
情
や
中
国
（
清
朝
）
と
の
国
際
関
係
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
孔
子
廟
創
建
の
意
義
を
、
さ
ら
に
創
建
さ
れ
た
孔
子
廟
が
そ
の
後
の
琉
球
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を及ぼしたのかを考察していく。
ができる。
一
項
目
と
し
て
、
ま
た
は
当
代
期
の
い
わ
ゆ
る
琉
球
「
中
国
化
」
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
と
言
う
こ
と
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久
米
村
孔
子
廟
の
創
建
に
つ
い
て
、
『
金
氏
家
譜
』
の
「
八
世
紫
金
大
夫
謨
正
春
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
康
煕
十
年
辛
亥
。
新
た
に
聖
廟
を
建
て
る
こ
と
を
、
国
王
に
請
願
し
た
。
こ
う
し
て
、
こ
の
請
願
が
許
可
さ
れ
、
（９） 
場
所
を
泉
崎
の
橋
頭
に
占
っ
て
決
定
し
、
聖
廟
が
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
史
料
か
ら
、
康
煕
十
年
（
一
六
七
一
年
）
に
、
金
正
春
と
い
う
人
物
が
初
め
て
久
米
村
に
孔
子
廟
を
創
建
す
る
旨
を
申
し
出
た
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
金
正
春
は
な
ぜ
孔
子
廟
の
請
願
を
申
し
出
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
金
正
春
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
出
来
事
が
、
創
建
の
契
機
に
な
っ
た
と
い
う
。
万
暦
三
十
八
年
庚
戌
の
、
総
理
唐
栄
司
の
一
祭
堅
喜
友
名
親
方
が
朝
貢
し
た
際
に
、
孔
子
廟
に
登
り
車
服
や
礼
器
を
見
て
心
を
動
か
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
聖
像
を
描
い
て
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
毎
年
春
秋
二
仲
上
丁
の
時
期
に
は
、
唐
栄
の
士
大
夫
が
家
ご
と
に
交
替
で
こ
れ
を
祀
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
由
来
は
久
し
い
が
、
し
か
し
い
ま
だ
に
立
廟
（Ⅶ） 
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
万
暦
一
一
一
十
八
年
（
’
六
一
○
年
）
に
、
久
米
村
の
察
堅
が
孔
子
像
の
絵
を
琉
球
に
持
ち
帰
り
、
久
米
村
士
族
た
ち
が
交
替
で
祀
っ
て
い
た
。
し
か
し
廟
が
創
建
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
こ
の
た
び
創
建
を
請
願
し
た
の
だ
(1) 
創
建
請
願
孔
子
廟
創
建
ま
で
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こ
の
一
連
の
筋
書
き
は
、
琉
球
の
正
史
の
中
で
定
説
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
内
容
で
あ
り
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
内
容
だ
け
で
は
、
金
正
春
に
よ
る
創
建
の
意
図
も
、
王
府
側
の
請
願
許
可
の
意
図
も
理
解
で
き
な
い
。
そ
こ
で
ま
ず
、
金
正
春
に
よ
る
創
建
の
意
図
を
探
る
た
め
に
彼
の
人
物
像
に
迫
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
と
い
う
の
で
あ
る
。
（Ⅲ） 
金
正
春
は
、
’
六
一
八
年
に
生
ま
れ
た
久
米
村
人
で
あ
る
。
彼
は
進
貢
使
と
し
て
中
国
大
陸
に
数
回
渡
海
す
る
が
、
こ
の
間
に
中
国
大
陸
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
経
験
を
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
中
国
に
お
け
る
明
清
王
朝
交
替
で
あ
る
。
金
正
春
は
一
六
四
六
年
に
、
当
時
福
州
に
誕
生
し
た
南
明
政
権
に
朝
貢
に
訪
れ
た
。
南
明
政
権
は
、
季
自
成
や
清
軍
に
よ
っ
て
北
京
を
追
わ
れ
た
明
朝
の
遺
臣
達
が
、
北
京
の
勢
力
に
対
抗
し
、
明
朝
の
再
興
を
は
か
る
た
め
に
樹
立
し
た
（胆）
政
権
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
福
州
南
明
政
権
の
隆
武
帝
を
慶
賀
す
る
た
め
に
市
十
国
を
訪
れ
た
の
で
あ
る
。
金
正
春
は
、
福
州
に
て
南
明
政
権
を
慶
賀
し
南
明
へ
の
朝
貢
を
誓
う
が
、
程
な
く
し
て
こ
の
政
権
は
清
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
滅
亡
し
て
し
ま
う
。
南
明
政
権
が
滅
亡
し
た
際
に
、
彼
は
ま
だ
福
州
に
留
ま
っ
て
い
た
た
め
、
南
明
政
権
を
滅
ぼ
し
た
清
軍
に
捕
ま
り
北
京
へ
連
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
北
京
に
着
く
と
、
清
朝
皇
帝
の
順
治
帝
に
謁
見
さ
せ
ら
れ
、
清
（旧）
朝
に
忠
誠
を
誓
う
よ
う
申
↑
し
渡
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
清
朝
に
忠
誠
を
誓
っ
た
金
正
春
一
行
は
、
琉
球
国
王
へ
清
朝
の
誕
生
と
投
誠
を
言
い
渡
す
使
者
で
あ
る
謝
必
振
を
引
(2) 
請
願
者
金
正
春
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き
連
れ
、
琉
球
に
帰
国
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
明
清
交
替
の
動
乱
の
た
だ
中
に
あ
る
中
国
大
陸
の
旅
は
、
非
常
に
（Ｍ） 
険
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
よ
う
や
く
の
こ
と
で
福
州
に
辿
り
着
い
た
一
行
は
、
程
な
く
し
て
福
州
か
ら
渡
海
す
る
が
、
嵐
に
よ
っ
て
船
が
漂
流
（胴）
し、そのまま薩摩に漂着する。その後、彼らは薩摩の命により、｜一手に分かれて旅をする｝」とになった。
｜
方
は
、
謝
必
振
と
共
に
琉
球
に
帰
国
し
、
も
う
一
方
は
、
中
国
の
動
乱
の
情
報
を
将
軍
に
伝
え
る
た
め
に
江
戸
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
謝
必
振
は
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
琉
球
へ
向
か
っ
た
が
、
金
正
春
は
、
後
者
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
と
し
（肘）
て
江
戸
に
向
か
い
、
中
国
の
動
乱
一
と
将
軍
に
伝
え
た
後
で
琉
球
に
帰
国
し
た
。
帰
国
後
、
金
正
春
は
順
治
十
一
年
（
一
六
五
四
年
）
に
、
久
米
村
の
代
表
者
的
存
在
で
あ
る
総
理
唐
栄
司
の
役
職
に
就
く
。
彼
は
就
任
後
も
、
経
学
、
す
な
わ
ち
儒
学
を
久
米
村
の
子
弟
に
教
え
、
人
材
の
育
成
に
励
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
（両）
金
正
春
に
よ
っ
て
久
米
村
の
礼
学
や
文
一
旱
が
中
国
と
同
じ
よ
う
に
な
っ
た
と
、
彼
の
子
孫
達
は
彼
を
賞
賛
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
金
正
春
の
人
物
像
に
つ
い
て
二
つ
の
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
｜
っ
は
、
彼
は
明
清
交
替
期
の
中
国
や
、
同
時
期
に
東
ア
ジ
ア
情
勢
を
模
索
し
て
い
た
日
本
と
い
っ
た
、
琉
球
を
取
り
巻
く
二
大
国
を
直
に
知
る
人
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
二
つ
に
は
、
儒
学
を
教
え
、
人
材
の
育
成
に
励
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
また、金正春による孔子廟創建の請願の後、創建について直接携わった人物達も、金正春と同じく「中
（旧）
国」と何らかの関係があった人々であったという｝」とをここでは指摘しておきたい。
以
上
か
ら
、
久
米
村
の
孔
子
廟
は
「
中
国
」
で
の
経
験
を
有
す
る
久
米
村
人
達
に
よ
っ
て
、
金
正
春
の
請
願
の
三
年
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（四）
後
の
康
煕
十
一
二
年
（
’
六
七
四
年
）
に
創
建
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
七
世
紀
後
半
の
琉
球
で
は
、
羽
地
朝
秀
に
よ
る
大
規
模
な
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
改
革
は
、
具
体
的
に
は
一
六
六
六
年
か
ら
一
六
七
三
年
の
問
（
康
煕
五
～
十
一
一
年
）
、
す
な
わ
ち
羽
地
朝
秀
が
王
府
最
高
職
で
あ
る
摂
政
の
任
に
就
い
て
い
る
時
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（卯）
改
革
の
内
容
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
研
究
成
果
が
存
在
す
る
。
そ
の
中
で
の
改
革
の
評
価
は
概
ね
、
琉
球
の
制
度を改変し、新たな国家体制に作り変えたということで一致している。先行研究による改革の研究は、
主
に
「
羽
地
仕
置
」
と
い
う
史
料
を
用
い
た
も
の
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
羽
地
改
革
の
基
本
史
料
と
さ
れ
る
「
羽
地
仕
置
」
に
は
多
く
の
改
革
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
大
別
す
る
と
、
改
革
が
、
大
規
模
な
政
治
組
織
や
（皿）
経
済
の
合
理
化
、
冗
費
の
排
除
と
い
う
よ
う
に
、
財
政
改
革
を
念
頭
に
置
い
た
制
度
の
刷
新
を
行
な
お
う
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
「
羽
地
仕
置
」
は
、
当
時
危
機
的
な
経
済
状
態
に
あ
っ
た
琉
球
の
、
具
体
的
な
では、
ろうか。 (1) 二羽
地
朝
秀
と
孔
子
廟
の
創
建
羽
地
朝
秀
の
改
革
孔
子
廟
が
創
建
さ
れ
た
一
六
七
○
年
代
前
半
と
は
、
琉
球
国
内
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
時
代
で
あ
っ
た
の
だ
1０６ 
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で
は
、
創
建
前
後
の
時
代
、
す
な
わ
ち
一
六
七
一
年
か
ら
一
六
七
四
年
頃
の
琉
球
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
、
「
羽
地
仕
置
」
を
用
い
て
具
体
的
に
見
て
い
こ
う
。
当
時
の
経
済
状
況
を
物
語
る
記
述
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
色
々
吟
味
し
て
政
策
を
行
な
っ
た
の
で
、
人
々
の
生
活
は
、
一
一
・
三
年
の
う
ち
に
ど
ん
ど
ん
楽
に
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
、
私
ひ
と
り
の
私
言
で
は
な
く
、
皆
が
見
て
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
前
々
（
の
経
済
危
機
的
な
状
態
（ｗ｝） 
と（７）とは全く違うのである。
これは、一六七一一一年の口上覚である。ここから、この史料で言及している「一一・一一一年のうち」というのは、
大
体
一
六
七
○
年
頃
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
一
六
七
○
年
頃
に
羽
地
が
行
な
っ
た
改
革
と
は
、
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
一
六
六
九
年
に
布
達
さ
れ
た
史
料
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
度
、
大
和
に
仕
明
を
許
し
て
も
ら
え
る
よ
う
訴
え
た
と
こ
ろ
、
異
議
な
し
と
返
答
を
戴
き
、
仕
明
を
お
許
し
（羽）
いただいた。
（割）
こ
こ
で
一
示
さ
れ
る
「
仕
明
」
と
は
、
土
地
の
開
墾
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
時
、
羽
地
朝
秀
が
行
な
っ
た
開
墾
が
改
革
の
様
子
を
示
し
た
史
料
で
あ
る
と
言
え
る
。
(2) 
創
建
前
後
の
経
済
状
況
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功
を
奏
し
、
琉
球
経
済
の
回
復
に
大
き
く
寄
与
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
数
年
の
問
に
琉
球
経
済
を
窮
地
か
ら
救
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
孔
子
廟
創
建
の
請
願
が
あ
っ
た
一
六
七
一
年
頃
は
、
琉
球
経
済
回
復
の
過
渡
期
に
当
た
る
時
期
で
、
孔
子
廟
創
建
の
実
施
は
、
琉
球
経
済
回
復
の
表
れ
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
（溺）
こ
う
し
た
背
景
の
下
で
、
羽
地
朝
秀
は
、
金
正
春
に
よ
る
孔
子
廟
創
建
の
請
願
を
許
可
し
創
建
に
踏
み
切
っ
た
。
で
は
、
創
建
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
王
国
が
す
べ
て
負
担
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
創
建
の
費
用
に
つ
い
て
は
次
の
史
料
が
示
し
「
大
清
康
煕
十
年
辛
亥
、
紫
金
大
夫
金
正
春
（
城
間
親
方
）
孔
子
廟
建
立
の
願
を
以
て
国
相
向
象
賢
羽
地
王
子
（
中
略
）
に
請
て
先
王
尚
貞
様
御
前
に
啓
奏
し
、
王
子
尚
純
公
及
諸
王
子
按
司
親
方
部
庶
士
に
至
ま
で
、
皆
勧
進
を
乞
（卵）
て
廟
を
造
営
す
。
大
約
鳩
目
銭
四
千
貫
余
を
聚
む
。
其
外
、
費
用
作
料
等
は
、
皆
公
儀
よ
り
出
づ
。
こ
れ
ら
か
ら
、
創
建
費
は
当
初
か
ら
公
費
を
使
っ
た
の
で
は
な
く
、
最
初
は
王
族
や
士
族
達
の
勧
進
で
賄
わ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
に
公
費
が
補
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
王
国
経
済
が
回
復
傾
向
に
あ
っ
た
と
し
て
も
、
ま
だ
（幻）
公
費
で
全
て
一
と
賄
い
き
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
個
人
に
よ
る
出
資
に
期
待
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
で
は
こ
こ
で
再
度
羽
地
改
革
の
性
格
に
つ
い
て
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
。
羽
地
改
革
の
大
き
な
眼
目
の
一
つ
と
し
て
、
礼
制
の
改
革
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
。
こ
れ
は
、
華
美
な
葬
礼
を
禁
止
し
冗
費
を
省
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
羽
地
朝
秀
は
改
革
の
中
で
、
こ
の
項
目
に
対
し
て
、
並
々
な
ら
ぬ
心
血
を
注
ぐ
の
で
あ
る
が
、
で
は
な
ぜ
こ
う
し
た
礼
ている。
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制
の
改
革
が
実
施
さ
れ
る
中
で
、
孔
子
廟
は
創
建
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
「
羽
地
仕
置
」
の
中
に
は
、
孔
子
廟
創
建
に
関
す
る
記
述
は
全
く
存
在
し
な
い
た
め
、
こ
の
史
料
を
用
（鍋）
いた創建についての一一一一戸及は難しい。ただ、「羽地仕置」は羽地による布達文書の一部を集めたもので
あ
る
と
い
う
性
格
か
ら
、
ま
た
、
孔
子
廟
は
経
済
や
礼
制
の
改
革
の
た
だ
中
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
少
な
り
と
も
公
費
を
使
っ
て
創
建
さ
れ
た
と
い
う
点
か
ら
、
創
建
が
羽
地
改
革
の
一
環
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
事
は
可
能
で
は
な
か
ろ
うか。この
こ
と
に
つ
い
て
、
豊
見
山
和
行
氏
は
「
改
革
の
特
徴
は
、
当
時
の
東
ア
ジ
ア
の
政
治
理
念
で
あ
る
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
も
と
づ
く
統
治
形
態
の
萌
芽
で
あ
る
と
同
時
に
日
本
の
近
世
社
会
と
の
整
合
化
」
で
あ
り
、
ま
た
「
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
る
王
国
の
再
編
は
、
農
村
支
配
の
強
化
と
同
時
に
、
中
国
の
徳
化
の
及
ぶ
国
で
あ
る
こ
と
を
、
対
外
（”） 
的
に
表
明
す
る
手
段
」
で
あ
る
と
、
端
的
に
述
べ
て
い
る
。
｝
」
の
点
に
つ
い
て
、
後
世
の
羽
地
の
子
孫
達
に
よ
る
羽
地
朝
秀
の
評
価
を
記
述
し
た
史
料
の
中
で
は
、
合化である。
(3) では
次
に
、
当
時
の
薩
摩
と
琉
球
の
関
係
の
面
か
ら
、
孔
子
廟
創
建
の
意
図
を
探
っ
て
い
こ
う
。
前
述
し
た
羽
地
改
革
の
意
義
は
、
経
済
改
革
の
他
に
も
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、
薩
摩
や
中
国
と
の
国
家
間
関
係
の
整
「
御
例
格
」
に
応
じ
る
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（釦）
鹿
児
島
の
「
御
例
格
」
に
応
じ
、
国
法
や
礼
法
一
と
定
め
、
琉
球
に
お
け
る
政
道
の
根
元
を
定
め
た
。
と
い
う
言
葉
で
記
さ
れ
て
い
る
。
で
は
具
体
的
に
、
こ
の
「
御
例
格
」
に
応
じ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
き
く
分
け
て
二
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
政
治
や
税
制
を
介
し
た
薩
摩
と
の
関
係
の
構
築
、
す
な
わ
ち
琉
球
に
お
け
る
政
治
や
経
済
の
面
で
、
薩
摩
に
よ
る
関
与
が
前
提
と
な
る
体
制
を
作
る
た
め
に
国
内
改
革
を
行
な
い
、
そ
れ
ま
で
の
琉
球
の
体
制
を
作
り
変
え
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
薩
摩
関
与
が
前
提
と
な
る
と
い
う
の
は
、
仕
明
等
を
行
う
際
は
必
ず
薩
摩
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
よ
う
に
、
政
策
決
定
は
薩
摩
の
許
可
無
し
に
は
成
し
得
な
か
っ
た
と
い
う
点
か
ら
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
二
つ
に
は
、
琉
日
関
係
の
隠
蔽
政
策
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
隠
蔽
政
策
に
つ
い
て
は
、
そ
の
開
始
や
完
成
の
時
期
、
薩
摩
・
琉
球
両
者
に
お
け
る
政
策
の
論
理
や
目
的
な
ど
、
細
か
い
点
に
お
い
て
は
諸
説
が
あ
り
一
定
し
な
い
と
こ
ろ
が
（机）
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
の
見
解
と
し
て
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
六
○
九
年
の
薩
摩
の
琉
球
侵
攻
後
、
幕
府
・
薩
摩
は
、
琉
球
が
中
国
（
明
朝
）
と
の
冊
封
・
朝
貢
関
係
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
琉
球
を
占
領
す
る
の
で
は
な
く
従
来
通
り
「
琉
球
王
国
」
と
し
て
存
続
さ
せ
た
。
さ
ら
に
琉
球
の
口
を
使
っ
て
、
琉
球
は
薩
摩
の
属
国
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
琉
球
王
国
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
中
国
側
に
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
、
薩
摩
と
琉
球
の
関
係
が
支
配
・
被
支
配
の
関
係
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
。
薩
摩
と
の
現
在
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
侵
攻
後
、
薩
摩
・
琉
球
問
で
「
距
離
」
が
で
き
た
と
す
る
に
留
ま
っ
た
。
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一
方
、
一
六
四
四
年
に
成
立
し
た
清
朝
に
対
し
て
は
、
薩
摩
・
琉
球
問
の
交
流
は
全
く
存
在
せ
ず
、
お
互
い
の
存
在
す
ら
も
知
ら
な
い
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
完
全
に
お
互
い
の
関
係
を
隠
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
清
朝
の
軍
事
的
脅
威
に
対
し
て
取
っ
た
政
策
で
、
清
朝
か
ら
初
め
て
冊
封
使
が
派
遣
さ
れ
、
琉
球
国
王
を
冊
封
し
た
一
六
五
○
年
代
頃
（釦）
を
契
機
に
、
幕
府
が
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
一
六
八
一
二
年
来
琉
の
冊
封
使
一
行
に
対
し
て
は
、
薩
摩
の
役
人
を
ト
カ
ラ
列
島
（
七
島
）
の
一
つ
で
あ
る
宝
島
の
人
で
あ
る
と
詐
称
し
、
薩
摩
の
役
人
と
冊
封
使
が
対
面
す
る
こ
と
で
、
隠
蔽
政
策
が
実
現
し
た
と
す
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
薩
摩
の
役
人
を
「
宝
島
人
」
と
詐
称
す
る
こ
と
で
、
琉
球
は
専
ら
宝
島
人
と
交
流
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
日
本
と
交
流
し
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
清
朝
側
に
示
（弧）
し
た
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
の
後
隠
蔽
政
策
は
、
大
体
一
七
一
一
○
年
代
、
す
な
わ
ち
十
八
世
紀
の
初
め
頃
に
一応の完成をみるという。
隠
蔽
政
策
の
歴
史
と
羽
地
の
改
革
や
孔
子
廟
が
創
建
さ
れ
た
時
期
を
重
ね
て
み
る
と
、
創
建
時
期
は
ま
さ
に
、
隠
蔽
政
策
の
推
進
期
と
重
な
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
豊
見
山
氏
の
言
う
「
中
国
の
徳
化
の
及
ぶ
国
」
の
表
明
は
、
一
方
で
日
本
に
対
す
る
隠
蔽
政
策
推
進
の
ア
ピ
ー
ル
で
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
か
ら
中
国
に
よ
る
「
徳
化
」
の
表
明
イ
コ
ー
ル
琉
球
に
よ
る
薩
摩
の
「
御
例
格
」
に
応
じ
る
行
為
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
中
国
に
よ
る
「
徳
化
」
の
体
現
、
す
な
わ
ち
琉
球
の
「
中
国
化
」
を
推
進
す
る
こ
と
が
隠
蔽
政
策
を
助
長
す
る
手
段
だ
と
す
れ
ば
、
一
六
七
○
年
代
に
行
な
わ
れ
た
孔
子
廟
創
建
に
関
わ
る
一
連
の
出
来
事
は
、
羽
地
朝
秀
や
金
正
春
に
よ
る
琉
球
「
中
国
化
」
の
推
進
に
他
な
ら
な
い
。
で
は
こ
の
、
薩
摩
の
「
御
例
格
」
に
応
じ
る
た
め
の
琉
球
「
中
国
化
」
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本
節
で
は
、
清
朝
側
の
視
点
を
中
心
に
論
を
進
め
て
い
く
。
康
煕
二
十
二
年
（
’
六
八
一
一
一
年
）
、
琉
球
国
王
尚
貞
冊
封
の
た
め
、
汪
揖
・
林
麟
娼
を
そ
れ
ぞ
れ
正
副
使
と
し
た
冊
封
使
が
琉
球
に
派
遣
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
の
派
遣
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
冊
封
は
、
二
回
目
の
琉
球
冊
封
な
の
で
、
わ
ざ
わ
ざ
使
者
を
派
遣
す
る
必
要
は
な
い
と
い
う
議
論
が
清
朝
〈鋼）
内
部
で
巻
き
起
こ
っ
た
。
し
か
し
最
終
的
に
康
煕
帝
の
判
断
に
よ
り
、
琉
球
の
更
な
る
「
徳
化
」
を
目
指
す
目
的
で
、
（鍋）
康
煕
帝
直
筆
の
「
中
山
世
土
」
の
扁
額
を
汪
揖
一
行
に
持
た
せ
、
冊
封
使
を
派
遣
す
る
｝
」
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
康
（妬）
煕
帝
が
な
ぜ
こ
こ
ま
で
琉
球
の
「
徳
化
」
に
こ
だ
わ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
彼
は
こ
の
派
遣
決
定
以
前
に
琉
球
の
一
二
藩
の
乱
時
の
対
応
か
ら
、
琉
球
は
他
の
朝
貢
国
の
模
範
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
非
常
に
好
意
的
な
印
象
を
持
っ
て
い
た
か
ら
（飯〉
で
あ
る
。
同
時
に
康
煕
帝
に
は
、
中
国
大
陸
に
お
け
る
一
二
藩
の
乱
や
台
湾
鄭
氏
平
定
直
後
と
い
う
世
相
を
背
景
に
、
琉
球
側
の
要
求
を
の
む
こ
と
で
自
分
た
ち
の
側
に
琉
球
を
引
き
付
け
て
お
き
た
い
と
い
う
思
惑
も
存
在
し
た
の
か
も
し
れ
ない。
の
推
進
は
、
清
朝
側
に
は
ど
の
よ
う
に
映
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
(1) 三
冊
封
使
汪
揖
の
来
琉
汪
揖
の
使
命
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こ
の
よ
う
に
康
煕
二
十
二
年
の
冊
封
使
派
遣
は
、
中
国
大
陸
の
当
時
の
世
相
や
康
煕
帝
の
琉
球
へ
の
好
印
象
が
幸
い
（鍋）
し
て
、
実
現
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
琉
球
に
到
着
し
た
汪
揖
一
行
は
、
到
着
の
翌
日
、
琉
球
人
の
通
事
が
天
妃
宮
と
至
聖
廟
へ
の
訪
問
を
考
え
て
い
る
こ
（”） 
と
を
知
る
。
し
か
し
一
行
は
、
｝
」
の
時
は
ま
だ
琉
球
に
至
聖
廟
が
存
在
す
る
｝
」
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
汪
揖
は
至
聖
と
い
っ
て
も
、
孔
子
で
は
な
く
、
別
の
聖
人
が
祀
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
至
聖
（㈹）
廟
に
到
着
し
た
彼
は
、
孔
子
の
像
を
調
べ
孔
子
で
あ
る
と
確
認
し
た
後
、
改
め
て
礼
式
の
よ
う
に
参
拝
し
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
琉
球
に
孔
子
廟
が
存
在
す
る
の
か
不
思
議
に
思
い
琉
球
人
に
尋
ね
る
と
、
康
煕
八
年
（
一
六
六
九
年
）
に
琉
球
の
使
者
が
清
朝
に
朝
貢
し
た
際
に
孔
子
廟
を
見
て
感
動
を
お
ぼ
え
、
そ
の
気
持
ち
に
従
っ
て
康
煕
十
一
年
に
創
建
し
た
と
（机）
返建ロされたのである。
と
こ
ろ
が
、
琉
球
側
の
こ
の
返
答
は
、
本
来
の
孔
子
廟
創
建
の
請
願
の
口
実
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
創
建
の
口
実
に
な
っ
た
の
は
万
暦
三
十
八
年
（
’
六
一
○
年
）
の
入
貢
の
時
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
（型）
こ
ち
ら
は
康
煕
八
年
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
康
煕
八
年
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
各
氏
の
家
譜
に
も
、
ま
た
実
際
に
こ
の
年
に
朝
貢
し
た
使
者
の
家
譜
に
も
、
請
願
者
の
金
正
春
の
も
の
に
も
、
康
煕
八
年
に
孔
子
廟
の
記
述
は
見
出
せ
な
い
。
(2) 
冊
封
使
の
「
孔
子
」
目
撃
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こ
の
よ
う
に
、
万
暦
三
十
八
年
の
察
堅
の
例
と
比
べ
た
時
に
、
各
家
譜
に
孔
子
廟
に
関
す
る
記
載
が
無
い
と
い
う
の
は
不
自
然
で
あ
る
た
め
、
こ
の
「
康
煕
八
年
」
と
い
う
の
は
、
汪
揖
達
冊
封
使
に
対
す
る
琉
球
側
の
口
実
で
あ
り
、
琉
球
人
達
は
、
孔
子
廟
創
建
の
き
っ
か
け
に
関
し
て
作
為
的
に
事
実
を
歪
め
、
清
代
に
な
っ
て
か
ら
創
建
の
口
実
を
得
た
として冊封使に告げたものと考えられる。
そ
の
後
、
汪
揖
一
行
は
、
孔
子
廟
以
外
に
、
首
里
城
の
王
の
問
で
も
孔
子
を
目
撃
す
る
。
王
宮
を
訪
れ
た
一
行
は
、
王
の
間
に
か
け
ら
れ
て
い
る
絵
に
注
目
す
る
。
そ
れ
は
、
汪
揖
等
が
持
参
し
た
「
中
山
世
土
」
と
書
か
れ
た
扁
額
の
下
（卿）
（綱）
に掛けられていた、古ぼけた孔子像の絵であった。これに関し、汪揖は特にコメントを残してはいな
い
が
、
こ
れ
ら
か
ら
、
琉
球
に
お
い
て
一
行
は
、
至
聖
廟
と
王
の
間
の
二
箇
所
で
「
孔
子
」
を
目
撃
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
琉
球
に
お
い
て
「
孔
子
」
を
目
撃
し
た
汪
揖
と
林
麟
娼
は
、
琉
球
孔
子
廟
に
つ
い
て
の
文
章
を
琉
球
で
書
き
記
し
て
（㈹）
（妬）
い
る
。
前
述
し
た
「
康
煕
一
八
年
」
を
示
し
た
史
料
が
林
麟
娼
の
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
汪
揖
は
、
そ
の
文
章
を
琉
球
に
残
し
た
だ
け
で
な
く
、
復
命
書
で
あ
る
「
冊
封
使
録
」
に
も
同
様
の
文
章
を
収
録
し
て
い
る
。
林
麟
娼
の
文
章
に
つ
い
て
は
前
に
考
察
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
汪
揖
の
残
し
た
記
録
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
文
章
に
お
け
る
要
点
は
、
次
の
よ
う
に
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
①
州
県
（
と
い
う
末
端
）
か
ら
（
始
ま
り
）
、
皆
が
建
学
を
志
す
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
孔
子
の
廟
を
祀
る
こ
と
(3) 
冊
封
使
達
に
よ
る
孔
子
廟
の
記
述
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が
は
じ
め
て
天
下
に
広
が
っ
た
。
だ
か
ら
、
学
以
外
に
は
い
わ
ゆ
る
廟
と
い
う
も
の
は
無
い
の
で
あ
る
。
孔
子
（灯）
祭
祀
は
、
廟
に
て
（
儀
式
を
）
行
な
い
、
学
に
て
（
知
識
な
ど
を
）
備
え
、
｛
元
成
す
る
の
だ
。
②
今
の
天
子
（
康
煕
帝
）
が
、
教
化
や
学
校
（
の
建
設
）
を
常
に
考
え
、
重
ん
じ
て
い
る
た
め
、
天
子
の
徳
が
及
ぶ
範
囲
（
朝
貢
国
）
で
も
そ
の
徳
を
受
け
、
学
を
修
め
、
孔
子
廟
を
作
る
（
新
し
く
す
る
）
す
る
こ
と
を
急
務
（州）
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
③
琉
球
は
海
外
の
小
国
に
も
関
わ
ら
ず
、
明
初
の
昔
か
ら
朝
貢
国
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
清
代
に
な
っ
て
か
ら
朝
貢
（組）
国
の
中
で
初
め
て
孔
子
廟
一
と
創
建
し
た
。
（和）
④これは清朝の徳を琉球が一一家った現れである。
こ
れ
ら
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
そ
れ
ぞ
れ
、
①
廟
と
学
（
校
）
を
表
裏
一
体
の
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
。
②
孔
子
廟
と
康
煕
帝
の
徳
化
を
結
び
付
け
て
い
る
。
③
清
代
に
入
っ
て
か
ら
、
琉
球
は
孔
子
廟
を
建
て
る
事
を
急
務
と
考
え
、
朝
貢
国
の
な
か
で
初
め
て
孔
子
廟
を
建
て
た
と
し
て
い
る
。
④
こ
れ
ら
は
す
べ
て
清
朝
に
よ
る
琉
球
の
徳
化
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
中
で
、
特
に
③
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
琉
球
が
清
代
に
な
っ
て
初
め
て
作
っ
た
と
さ
れ
る
孔
子
廟
、
す
な
わ
ち
康
煕
十
一
年
に
創
建
さ
れ
た
孔
子
廟
の
存
在
が
、
琉
球
が
康
煕
帝
の
徳
を
受
け
入
れ
清
朝
の
徳
化
を
蒙
っ
た
ことの現れであるという論理に、すり替えられて述べられているからである。このことは、逆に言えば、
孔
子
廟
が
琉
球
に
お
け
る
清
朝
の
徳
化
を
視
覚
化
す
る
「
装
置
」
と
し
て
働
き
、
冊
封
使
に
印
象
付
け
た
と
い
う
こ
と
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こ
う
し
て
汪
揖
は
、
琉
球
孔
子
廟
の
存
在
に
よ
り
、
清
代
に
な
っ
て
か
ら
他
の
朝
貢
国
よ
り
も
い
ち
早
く
孔
子
廟
を
建
て
た
琉
球
に
対
し
、
康
煕
帝
が
持
っ
て
い
る
の
と
同
様
の
「
他
の
朝
貢
国
の
模
範
」
と
な
る
国
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
持
っ
た
。
彼
は
康
煕
帝
の
影
響
に
よ
り
、
来
琉
前
か
ら
琉
球
に
対
し
て
の
良
い
印
象
を
多
少
な
り
と
も
持
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
孔
子
廟
や
「
孔
子
」
を
目
の
当
た
り
に
し
た
彼
に
と
っ
て
は
、
も
は
や
印
象
は
確
信
に
変
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
は
、
琉
球
の
さ
ら
な
る
徳
化
を
目
指
し
琉
球
側
に
い
く
つ
か
の
提
案
を
す
る
のである。
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
孔
子
廟
を
見
た
汪
揖
は
、
琉
球
側
に
三
つ
の
提
案
を
す
る
。
そ
の
う
ち
の
ま
ず
一
つ
目
は
、
学
校
の
創
建
で
あ
る
。
廟はすでに完成している。この敷地を拡げて学校とすれば、費用はあまりかけずに礼制を備える
（別）
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
廟
と
学
校
が
一
体
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
二
つ
目
に
は
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
学
校
創
建
の
前
提
に
な
る
提
案
を
す
る
。
廟
を
拡
げ
て
学
校
と
し
、
国
中
の
礼
儀
や
学
問
に
長
け
て
い
る
者
を
選
ん
で
長
と
し
、
そ
し
て
そ
の
子
弟
た
ち
を
教
育
さ
せ
、
釈
篁
の
礼
を
挙
行
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
。
（
し
か
し
も
し
そ
の
時
に
）
国
の
中
で
長
の
選
択
が
難
し
(4) 
汪
揖
の
提
案
６ 
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こ
れ
は
、
も
し
指
南
役
の
選
出
が
難
し
い
よ
う
な
ら
、
昔
の
教
育
の
や
り
方
を
行
な
う
こ
と
を
提
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
言
う
昔
の
教
育
の
や
り
方
と
は
、
明
代
に
行
な
わ
れ
て
い
た
留
学
生
制
度
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
留
学
生
は
、
琉
球
で
は
官
生
と
呼
ば
れ
、
北
京
の
国
子
監
に
国
費
に
よ
っ
て
留
学
を
許
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
官
生
の
派
遣
が
一
五
七
九
年
を
最
後
に
途
絶
え
て
い
た
た
め
、
汪
揖
は
こ
れ
を
期
に
制
度
の
復
活
を
提
案
し
た
の
で
あ
る
。
制
度
の
復
活
に
つ
い
て
は
、
琉
球
側
も
汪
揖
の
提
案
に
乗
り
、
制
度
復
活
を
康
煕
帝
に
請
願
す
る
文
書
を
し
た
た
め
、
汪
揖
に
渡
し
た
。
そ
し
て
汪
揖
は
北
京
へ
帰
国
し
た
後
、
康
煕
帝
に
こ
の
文
書
を
渡
し
た
。
汪
揖
か
ら
こ
の
文
書
を
受
け
取
っ
た
康
煕
帝
は
、
好
意
的
に
琉
球
の
請
願
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
上
江
洲
安
亨
氏
は
、
康
煕
帝
に
よ
る
制
度
復
活
の
許
可
は
、
琉
球
に
好
意
的
な
印
象
を
持
つ
、
彼
の
（認）
撫
伽
政
策
の
一
環
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
一
方
で
こ
の
撫
仙
政
策
と
は
、
汪
揖
の
使
命
の
一
つ
が
「
徳
化
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
の
冊
封
自
体
、
大
き
な
意
味
で
康
煕
帝
の
撫
仙
政
策
と
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、
そ
れ
を
担
っ
た
汪
揖
自
身
も
、
後
世
に
成
る
清
朝
の
官
選
伝
記
の
中
で
、
留
学
生
制
度
を
復
活
さ
せ
（別）
琉
球
を
徳
化
し
た
人
物
と
し
て
公
に
評
さ
れ
る
｝
」
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
提
案
の
三
つ
目
は
、
関
帝
廟
の
創
建
で
あ
る
。
汪
揖
と
林
麟
娼
は
、
孔
子
廟
が
存
在
す
る
の
に
対
し
、
中
国
で
は
一
般
的
に
存
在
す
る
関
帝
廟
が
琉
球
に
存
在
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
こ
と
を
文
章
に
し
た
た
め
て
、
清
朝
に
昔
の
教
育
の
や
り
方
に
し
て
ほ
し
い
旨
を
請
願
し
な
さ
（犯）
ｌ
ｏ
 
Ｐ
ｖ
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い
こ
と
を
非
常
に
残
念
に
感
じ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
琉
球
に
自
ら
の
銀
を
与
え
て
ま
で
し
て
、
関
帝
廟
を
造
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
琉
球
側
も
こ
れ
に
従
い
、
中
国
へ
行
っ
た
使
者
に
関
帝
の
像
を
持
ち
帰
ら
せ
、
康
煕
二
十
九
年
（
一
（弱）
六
九
○
年
）
に
天
妃
宮
の
中
に
一
壇
を
築
き
、
二
」
こ
に
像
を
安
置
し
て
「
関
帝
廟
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
天
妃
宮
内
に
関
帝
を
安
置
し
、
「
関
帝
廟
」
と
す
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
、
関
帝
の
廟
と
い
う
も
の
が
建
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
も
、
関
帝
像
は
天
妃
宮
か
ら
天
尊
廟
に
移
さ
れ
る
も
、
依
然
と
し
て
そ
こ
が
「
関
帝
廟
」
と
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
現
在
に
至
る
ま
で
、
関
帝
像
は
天
妃
宮
や
天
尊
廟
に
安
置
さ
れ
「
関
帝
廟
」
と
さ
れ
る
も
、
一
度
と
し
て
関
帝
の
独
立
し
た
廟
が
琉
球
に
お
い
て
創
建
さ
れ
た
こ
と
は
無
い
の
で
あ
る
。
廟
が
建
て
ら
れ
な
か
っ
た
具
体
的
な
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
康
煕
三
十
年
頃
〈
に
中
国
か
ら
帰
国
し
た
琉
球
の
使
者
（稲）
は
い
ず
れ
も
、
福
州
に
て
駐
在
勤
務
す
る
在
船
都
通
事
の
役
職
に
つ
い
て
い
る
人
物
が
多
い
｝
」
と
か
ら
、
像
自
体
も
彼
ら
が
伝
え
、
か
つ
独
立
し
た
廟
を
建
て
ず
に
他
の
廟
に
安
置
す
る
と
い
う
福
州
の
風
習
を
真
似
た
も
の
で
は
な
い
か
と
一
方
、
汪
揖
は
銀
を
与
え
て
関
帝
廟
を
作
ら
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
関
帝
廟
や
銀
を
与
え
た
記
述
は
、
中
国
側
の
史
料
に
は
一
切
登
場
し
な
い
。
本
来
な
ら
ば
銀
を
与
え
る
と
い
う
行
為
は
、
復
命
書
で
あ
る
「
冊
封
使
録
」
に
載
せ
る
べ
き
事
柄
で
あ
る
の
だ
が
、
汪
揖
の
「
冊
封
使
録
」
に
は
記
載
が
な
い
。
ま
た
、
筆
者
の
管
見
の
限
り
に
お
い
て
（一別）
で
は
あ
る
が
、
現
代
に
残
さ
れ
て
い
る
公
史
料
の
中
に
も
｝
」
の
記
述
が
見
出
せ
な
い
た
め
、
現
段
階
で
は
記
述
が
存
在
し
な
い
と
判
断
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
汪
揖
が
中
国
側
の
史
料
に
記
載
を
残
さ
な
か
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
考えられる。
一方、汪碕
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れ
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
推
論
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
考
え
ら
れ
る
の
は
、
銀
を
与
え
る
と
い
う
行
為
を
汪
揖
が
「
公
務
」
と
見
な
さ
な
か
っ
た
か
ら
、
す
な
わ
ち
、
中
国
王
朝
の
使
者
と
い
う
役
目
を
越
え
て
、
汪
揖
が
独
断
で
行
な
っ
た
行
為
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
汪
揖
が
こ
の
よ
う
な
行
為
に
及
ん
だ
の
は
、
彼
が
帰
国
の
途
に
着
く
頃
に
は
、
康
煕
帝
の
徳
化
と
い
う
役
目
を
越
え
て
、
彼
自
身
も
琉
球
の
こ
と
を
好
意
的
に
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
汪揖の思惑についてはともあれ、ここまで三つの提案を見てきた。これら一一一つの提案について一一一一口え
る
こ
と
は
、
「
他
の
朝
貢
国
の
模
範
」
と
な
る
琉
球
を
、
さ
ら
に
徳
化
す
る
た
め
に
行
な
わ
れ
た
提
案
は
、
琉
球
側
に
容
易
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
琉
球
側
は
そ
れ
ま
で
行
な
っ
て
来
た
「
中
国
化
」
を
中
国
側
に
見
せ
る
こ
と
で
、
中
国
側
に
好
印
象
を
植
え
付
け
、
か
つ
提
案
に
う
ま
く
乗
じ
、
さ
ら
な
る
「
中
国
化
」
の
推
進
や
清
朝
の
徳
化
を
意
識
的
に
被
る
と
い
う
顔
を
見
せ
る
こ
と
で
、
対
中
関
係
を
よ
り
良
好
な
も
の
に
し
、
さ
ら
に
旧
例
復
活
と
い
う
思
わ
ぬ
恩
恵
を
も
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
琉
球
は
、
自
ら
の
「
中
国
化
」
と
清
朝
の
徳
化
を
清
朝
側
に
見
せ
る
こ
と
で
、
清
朝
と
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
に
(1) 四
程
順
則
と
明
倫
堂
「
廟
学
記
略
」
と
「
琉
球
国
創
建
関
帝
廟
記
」
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成
功
し
た
。
こ
の
後
、
琉
球
は
こ
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
べ
く
、
数
々
の
政
策
を
行
な
っ
て
い
く
。
そ
の
政
策
を
行
な
う
上
で
、
重
要
な
役
目
を
担
っ
た
人
物
の
一
人
が
、
程
順
則
で
あ
る
。
は
じ
め
に
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
程
順
則
は
、
儒
学
を
振
興
し
た
教
育
者
や
道
徳
家
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
よ
り
具
体
的
に
は
、
彼
は
ど
の
よ
う
な
形
で
琉
球
の
中
国
と
の
関
係
を
維
持
し
、
か
つ
儒
学
を
振
興
す
る
人
物
と
な
っ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
程
順
則
は
、
孔
子
廟
や
「
関
帝
廟
」
に
つ
い
て
自
著
に
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
こ
と
で
、
彼
の
孔
子
廟
や
「
関
帝
廟
」
に
つ
い
て
の
考
え
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
孔
子
廟
に
つ
い
て
彼
が
著
し
た
「
廟
学
記
略
」
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
康
煕
十
一
年
に
立
廟
を
請
願
し
、
王
は
そ
れ
許
可
し
た
。
廻
り
歩
い
て
占
い
を
し
、
場
所
を
久
米
村
に
決
め
、
康
煕
十
三
年
に
至
っ
て
職
人
に
工
事
を
さ
せ
、
ま
も
な
く
廟
が
完
成
し
た
。
翌
年
に
な
っ
て
、
廟
に
塑
像
を
安
置
し
た
。
そ
の
翌
年
に
春
秋
の
鐸
菜
礼
を
行
な
っ
た
。
新
し
く
建
物
が
壮
麗
で
、
祭
祀
を
慎
し
く
行
な
う
さ
ま
は
、
あ
た
か
も
關
里
の
孔
子
廟
に
参
拝
し
て
、
自
ら
が
そ
の
盛
ん
な
さ
ま
を
目
の
当
た
り
に
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
孔
子
廟
の
創
始
の
功
は
、
誠
に
永
久
に
排
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
だ
。
続
い
て
康
煕
二
十
一
一
年
に
は
冊
封
を
受
け
、
正
使
で
あ
る
翰
林
院
検
討
の
汪
公
、
副
使
で
あ
る
内
閣
中
書
舎
人
の
林
公
は
、
「
中
山
世
土
」
の
四
大
字
を
書
い
た
扁
額
を
持
ち
来
た
り
て
、
王
に
賜
与
し
た
。
さ
ら
に
、
上
奏
し
て
陪
臣
の
子
弟
が
国
子
監
に
入
学
し
て
読
書
さ
せ
る
こ
と
の
許
可
を
求
め
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
（
琉
球
に
と
っ
て
）
異
例
の
待
遇
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
皆
、
立
廟
し
1２０ 
Hosei University Repository
て
以
後
の
事
で
あ
る
か
ら
、
聖
教
を
崇
べ
ぱ
、
皇
帝
の
徳
に
あ
っ
た
時
、
そ
の
微
に
至
る
ま
で
を
理
解
で
き
る
よ
（調）
うになるのだ。
こ
こ
か
ら
、
孔
子
廟
創
建
の
経
緯
と
完
成
を
賞
賛
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
冊
封
使
に
よ
る
「
中
山
世
士
」
の
扁
額
賜
与
や
官
生
の
復
活
と
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
こ
れ
ら
の
事
柄
を
清
朝
の
徳
化
と
し
て
評
価
し
、
賞
賛
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
「
廟
学
記
略
」
で
は
、
本
来
清
朝
の
徳
化
と
は
直
接
関
係
の
な
い
孔
子
廟
創
建
が
、
冊
封
使
に
よ
る
「
徳
化
」
ま
で
の
一
連
の
筋
書
き
と
し
て
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
程
順
則
は
、
こ
の
よ
う
な
「
事
実
」
を
自
著
に
記
し
、
そ
れ
で
も
っ
て
自
ら
子
弟
を
教
育
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
思
想
を
広
く
知
ら
し
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
に
彼
は
、
関
帝
に
つ
い
て
も
「
琉
球
国
創
建
関
帝
廟
記
」
と
い
う
自
著
の
中
で
記
し
て
い
る
。
義
私が中国に行った時、行った場所の神祠で、生まれ故郷で祭祀を行い、子孫を絶やさない者が甚峨
だ多いということを目の当たりにした。取り分け関帝廟の姿は、清く粛しく荘厳であった。上は厳
公卿や大夫から、下は百姓の子供達まで尊敬の念を起こさず拝礼して退くことを恐れない者は卿創
い
な
か
っ
た
。
関
帝
は
何
ゆ
え
人
々
か
ら
こ
の
よ
う
に
崇
拝
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
（
中
略
）
こ
廟子
こに、琉球国ではすでに孔子廟が創建されている。しかし、関帝に関してはその祭祀を欠いている。柵
だがどうして関帝の声明は海洋に阻まれて中国に溢れ、海外に遠播しないのであろうか。私は胱
そ
う
で
は
な
い
と
思
う
。
癸
亥
の
歳
、
今
上
皇
帝
が
君
臨
し
て
一
一
十
一
一
年
、
冊
封
正
使
で
あ
る
翰
林
院
検
討
の
汪
、
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公
と
副
使
で
あ
る
内
閣
中
書
舎
人
の
林
公
が
、
琉
球
国
に
は
関
帝
の
為
に
立
廟
す
る
意
思
が
あ
る
の
を
知
っ
て
五
十
金
（
銀
の
誤
り
か
？
）
を
我
々
に
与
え
（
廟
の
創
建
を
）
提
唱
し
た
。
こ
う
し
て
国
王
は
喜
び
、
立
像
し
て
祀
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
祭
祀
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
関
帝
に
霊
験
が
備
わ
っ
た
の
だ
。
し
か
し
こ
の
こ
と
を
疑
っ
て
、
「
琉
球
国
は
長
年
に
わ
た
っ
て
恭
順
を
心
掛
け戦乱もおこらず、これらが変わることはなかった。
そ
れ
な
の
に
関
帝
を
祀
ろ
う
と
す
る
気
が
な
ぜ
生
ま
れ
る
の
か
。
」
と
思
う
者
が
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
関
帝
の
正
気
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
天
地
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
関
帝
の
大
義
で
あ
る
。
古
今
の
有
能
な
る
者
を
一
貫
し
て
、
後
の
臣
子
と
な
る
者
に
わ
た
る
ま
で
君
と
父
が
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
も
の
が
い
な
い
の
だ
。
ど
う
し
て
帝
の
感
化
力
が
満
た
さ
れ
や
す
い
所
と
そ
う
で
な
い
所
が
あ
ろ
う
か
。
も
し
た
だ
関
帝
の
武
功
を
論
じ
る
な
ら
ば
、
古
今
の
戦
に
勝
利
し
、
万
人
の
敵
と
称
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
ど
う
し
て
人
が
い
な
く
て
何
ゆえ帝の声明が今になるまで存在するのであろうか。だとすれば、すなわち私の立廟の意志はも
（羽）
と
よ
り
今
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
程
順
則
は
自
身
の
中
国
で
の
体
験
か
ら
、
中
国
に
お
い
て
い
か
に
関
帝
が
崇
拝
さ
れ
て
い
る
か
を
説
明
し
、
琉
球
で
は
関
帝
が
、
冊
封
使
の
提
案
に
よ
っ
て
祀
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
関
帝
を
琉
球
で
祀
る
の
は
、
中
国
で
い
う
武
神
と
し
て
で
は
な
く
、
「
義
」
を
尊
ぶ
た
め
に
祀
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
関
帝
に
つ
い
て
も
孔
子
廟
と
同
様
に
、
そ
れ
が
存
在
す
る
の
は
、
ひ
と
え
に
清
朝
の
徳
化
の
結
果
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
る
。
「
廟
学
記
略
」
と
同
様
に
、
程
順
則
は
こ
の
よ
う
な
思
想
を
、
儒
学
の
振
興
と
い
う
形
で
久
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米
村
の
子
弟
を
中
心
に
教
え
広
め
て
「
教
化
」
し
て
い
き
、
ま
た
清
朝
側
に
対
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
思
想
や
儒
学
の
振
興
の
様
を
見
せ
る
こ
と
で
徳
化
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
良
好
な
関
係
を
維
持
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
程
順
則
は
、
自
身
に
よ
る
琉
球
の
「
中
国
化
」
観
を
示
し
た
史
料
も
残
し
て
い
る
。
そ
れ
が
、
’
七
一
八
年
に
創
建
さ
れ
る
明
倫
堂
の
創
建
に
関
す
る
請
願
で
あ
る
。
こ
の
文
章
の
前
半
は
、
前
述
し
た
汪
揖
と
林
麟
娼
の
各
々
が
記
し
た
「
琉
球
国
新
建
至
聖
廟
記
」
を
候
文
で
記
し
、
後
半
で
は
程
順
則
他
、
当
時
の
三
司
官
た
ち
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
（帥）
を
記
し
た
「
覚
」
と
い
う
形
で
記
録
さ
れ
て
い
る
。
程
順
則
の
「
中
国
化
」
観
が
窺
え
る
の
は
、
後
半
の
「
覚
」
の
部
分
で
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
彼
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
汪
揖
・
林
麟
娼
の
二
人
の
冊
封
使
様
が
、
孔
子
廟
に
関
す
る
文
章
を
共
に
書
か
れ
ま
し
た
。
よ
っ
て
冊
封
使
様
が
申
さ
れ
た
通
り
、
聖
廟
に
学
校
が
無
け
れ
ば
中
国
の
や
り
方
と
異
な
っ
て
し
ま
い
、
孔
子
廟
を
建
立
さ
れ
た
意
味
が
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
先
年
銀
を
差
し
上
げ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
（
学
校
の
）
普
請
を
仰
せ
付
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
次
回
の
冊
封
便
渡
来
の
時
に
、
琉
球
は
聖
像
を
拝
む
に
過
ぎ
ず
学
校
で
教
育
す
る
こ
と
は
無
い
と
、
（
冊
封
使
に
よ
っ
て
）
記
録
に
書
か
れ
て
し
ま
え
ば
、
末
代
に
到
る
ま
で
（
中
国
の
琉
球
に
対
す
る
）
印
象
が
悪
く
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
た
と
え
、
冊
封
使
渡
来
後
に
い
か
な
る
形
で
普
請
を
さ
れ
よ
う
と
も
、
最
早
普
請
す
る
甲
斐
が
な
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
次
回
の
冊
封
使
の
渡
来
ま
で
に
、
そ
れ
な
り
の
（
学
校
の
）
普
請
(2) 
明
倫
堂
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（仇）
を
行
な
う
よ
う
仰
せ
下
さ
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申し上げます。
こ
の
記
述
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
次
の
一
一
点
を
明
言
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
一
つ
に
、
孔
子
廟
は
初
め
から中国を意識して創建された。言い換えれば、初めから琉球の「中国化」を目論んで創建された点。
二
つ
に
、
孔
子
廟
の
隣
に
学
校
（
明
倫
堂
）
を
建
て
、
中
国
と
同
じ
形
に
し
な
け
れ
ば
意
味
が
無
い
。
同
時
に
、
中
国
王朝の使者である冊封使にこれらを見せることができなければやはり意味が無いということを、程順
則
自
身
が
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
程
順
則
に
と
っ
て
明
倫
堂
の
創
建
は
、
琉
球
の
「
中
国
化
」
を
目
的
に
建
て
ら
れ
る
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
こ
の
史
料
は
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
本
稿
で
は
久
米
村
の
孔
子
廟
創
建
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
本
稿
の
要
点
を
ま
と
め
る
と
、
お
お
よ
そ
次
のように言えるだろう。
琉
球
初
の
孔
子
廟
は
、
中
国
に
お
け
る
明
清
交
替
の
動
乱
を
直
に
経
験
し
た
、
金
正
春
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
創
建
が
請
願
さ
れ
た
。
請
願
当
時
、
琉
球
は
羽
地
朝
秀
の
改
革
の
た
だ
中
に
あ
っ
た
が
、
改
革
に
よ
る
経
済
の
回
復
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
や
、
薩
摩
に
よ
る
琉
球
へ
の
関
与
を
前
提
と
し
た
国
づ
く
り
を
目
指
す
必
要
か
ら
、
創
建
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
お
わ
り
に
2４ 
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琉
球
に
到
着
し
た
冊
封
使
一
行
は
、
清
代
に
入
っ
て
か
ら
琉
球
人
が
感
銘
を
受
け
て
創
建
し
た
、
孔
子
廟
と
い
う
「
中
国
文
化
」
を
目
の
当
た
り
に
し
、
琉
球
は
他
の
朝
貢
国
の
模
範
に
な
る
と
い
う
好
印
象
を
持
ち
、
琉
球
側
に
官
生
復
活
や
関
帝
廟
創
建
な
ど
の
提
案
を
持
ち
か
け
、
琉
球
側
も
こ
れ
ら
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。
琉
球
は
そ
の
後
、
程
順
則
な
ど
の
指
導
の
下
で
さ
ら
な
る
「
中
国
化
」
を
進
め
、
清
朝
と
の
良
好
な
関
係
を
保
持
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
で
新
た
に
誕
生
し
た
清
朝
で
は
、
次
期
の
冊
封
使
派
遣
に
つ
い
て
議
論
が
さ
れ
て
い
た
が
、
康
煕
帝
に
よ
る
琉
球
へ
の
好
印
象
や
、
「
徳
化
」
を
目
的
と
し
た
冊
封
使
の
派
遣
を
強
く
望
む
姿
勢
が
幸
い
し
、
冊
封
使
の
派
遣
が
決
定
し
た
。
〆■、戸司
１註
、-〆￣
（３） 
（２） 
一
六
七
四
年
に
廟
完
成
。
そ
の
翌
年
聖
像
が
完
成
し
工
事
全
竣
。
一
六
七
六
年
正
月
に
告
成
。
『
琉
球
國
奮
記
』
二
八
‐
二
九
頁
「
八
○
至
聖
廟
（
在
唐
榮
東
）
」
『
察
氏
家
譜
』
「
九
世
譲
國
器
高
良
親
方
」
（
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
六
家
譜
資
料
二
（
下
）
二
九
九
頁
に
収
録
）
国
学
に
隣
接
し
て
い
た
。
一
八
一
一
一
七
年
に
尚
育
王
の
命
に
よ
り
創
建
。
「
一
七
五
一
三
年
丁
酉
首
里
新
建
文
廟
」
『
球
陽
』
原
文
編
角
川
書
店
一
九
七
四
年
四
五
六
頁
真
境
名
安
興
「
琉
球
の
五
偉
人
」
『
真
境
名
安
興
全
集
』
第
四
巻
第
一
書
房
一
九
九
三
年
（
初
出
は
、
小
沢
書
店
一
九
六
年
、‐〆
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（
４
）
真
栄
田
義
見
「
名
護
親
方
程
順
則
評
伝
』
沖
縄
印
刷
団
地
出
版
部
一
九
八
二
年
（
５
）
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ス
ミ
ッ
ッ
「
琉
球
王
国
に
於
け
る
儒
学
の
成
立
Ｉ
そ
の
特
徴
と
歴
史
的
事
情
ｌ
」
『
斯
文
』
一
○
二
号
斯
文
会
一
九
九
四
年
（
６
）
豊
見
山
和
行
「
祭
天
儀
礼
と
宗
廟
祭
祀
か
ら
み
た
琉
球
の
王
権
儀
礼
」
『
琉
球
王
国
の
外
交
と
王
権
」
吉
川
弘
文
館
二
○
○
（
７
）
羽
地
朝
秀
の
改
革
期
と
は
、
羽
地
朝
秀
が
摂
政
に
就
任
し
た
一
六
六
六
年
か
ら
、
彼
が
退
任
し
た
一
六
七
三
年
ま
で
の
七
年
間
（
８
）
高
良
倉
吉
「
向
象
賢
の
論
理
」
『
新
琉
球
史
近
世
編
（
上
）
』
琉
球
新
報
社
一
九
八
九
年
（９）康撫十年辛亥。以新建聖廟、請國王。於是允其請、卜地於泉崎橋頭、鼎建聖廟。『金氏家譜』「八世紫金大夫諄正春」
（
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
六
家
譜
資
料
二
（
下
）
九
四
一
頁
に
収
録
、
な
お
本
稿
の
史
料
の
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
。
）
マ
マ
（
、
）
萬
暦
一
一
一
十
八
年
庚
戌
□
總
理
唐
榮
司
察
堅
喜
友
名
親
方
、
奉
使
入
貢
、
登
孔
子
廟
見
車
服
禮
器
、
而
心
向
往
之
。
於
是
、
圖
聖
像
以
歸
。
毎
當
春
秋
二
仲
上
丁
之
期
、
約
唐
榮
士
大
夫
輪
流
家
而
祀
之
。
由
來
久
英
。
然
末
暹
立
廟
。
『
金
氏
家
譜
』
「
八
世
紫
金大夫諄正春」
（
Ⅱ
）
久
米
村
人
と
は
、
外
交
に
関
す
る
職
能
を
持
ち
、
そ
れ
を
王
府
に
認
め
ら
れ
、
久
米
村
に
編
入
さ
れ
た
人
々
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
は
王
府
に
能
力
を
買
わ
れ
る
こ
と
で
、
久
米
村
独
自
の
役
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
田
名
真
之
「
近
世
久
米
村
の
成
立
と
展
開
」
『
新
琉
球
史
近
世
編
（
上
巨
を
参
照
。
を指す。
四
年
126 
Hosei University Repository
（
胴
）
績
到
福
州
。
己
丑
年
六
月
初
七
日
、
搭
謝
必
振
船
開
洋
。
至
半
洋
遭
大
風
。
十
五
日
瓢
至
日
本
属
地
山
川
其
夜
薩
州
。
『
金
氏
家
譜
』
「八世紫金大夫謹正春」
（
肘
）
正
春
與
柳
枝
蕃
二
人
、
赴
江
戸
悉
奏
中
國
革
鼎
之
事
。
『
金
氏
家
譜
』
「
八
世
紫
金
大
夫
謹
正
春
」
（
Ⅳ
）
順
治
十
一
年
甲
午
九
月
十
九
日
。
拝
授
總
理
唐
榮
司
〈
勤
職
戴
拾
年
〉
。
（
中
略
）
於
治
公
之
餘
、
常
講
經
學
、
教
育
人
才
。
因
此
唐
榮
後
生
之
徒
、
經
學
日
進
、
人
才
蕃
桁
。
錐
海
東
之
國
、
禮
樂
文
章
、
殆
與
中
華
無
異
突
。
『
金
氏
家
譜
』
「
八
世
紫
金
大
（
、
）
隆
武
元
年
次
年
丙
戌
（
中
略
）
國
王
遣
正
春
等
、
入
慶
賀
、
公
事
已
竣
。
『
金
氏
家
譜
』
「
八
世
紫
金
大
夫
韓
正
春
」
（
巴
）
拝
謁
貝
勒
将
軍
、
即
承
赴
京
朝
顔
之
諭
。
至
次
年
丁
亥
四
月
七
日
、
貝
勒
将
軍
率
同
毛
泰
久
、
金
正
春
、
王
明
佐
等
一
一
一
員
前
赴
京
師
、
具
其
情
由
。
『
金
氏
家
譜
』
「
八
世
紫
金
大
夫
謹
正
春
」
欄力
（
Ｍ
）
於
曰
疋
謝
必
振
捧
勅
書
、
於
六
月
同
球
使
京
都
起
身
。
九
月
到
浦
城
縣
、
問
山
賊
蜂
起
□
阻
帰
路
。
『
金
氏
家
譜
』
「
八
世
紫
金
大
（旧）
夫諄正春」
夫諄正春」
創
建
に
関
わ
っ
た
人
物
は
、
金
正
春
の
『
家
譜
』
に
あ
る
金
正
華
・
察
国
器
の
他
に
、
風
水
に
よ
っ
て
創
建
場
所
を
泉
崎
に
選
定
し
た
周
国
俊
や
、
程
順
則
の
父
親
で
あ
る
程
泰
詐
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
の
共
通
点
は
、
創
建
以
前
に
、
金
正
春
等
と
共
に
中
国
大
陸
に
渡
っ
た
経
験
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
国
で
の
役
職
に
つ
い
て
は
、
北
京
へ
行
く
使
者
の
他
に
存
留
通
事
な
ど
福
州
に
留
ま
る
役
職
の
者
も
い
る
が
、
明
清
交
替
期
の
中
国
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
は
、
そ
の
「
経
験
」
に
相
違
は
な
か
ろ
う
。
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（
旧
）
そ
の
後
、
康
煕
十
五
年
（
’
六
七
六
年
）
に
四
配
の
像
が
完
成
し
、
輝
莫
の
祭
礼
が
整
備
さ
れ
る
。
（
卯
）
比
較
的
近
年
の
も
の
で
、
か
つ
数
名
の
研
究
者
が
羽
地
朝
秀
の
改
革
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
言
及
し
て
い
る
も
の
に
『
新
琉
球
史
近
世
編
（
上
）
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
改
革
と
薩
摩
の
政
策
を
関
連
付
け
て
論
じ
た
、
上
原
兼
善
「
琉
球
国
に
お
け
る
寛
文
改
革
の
意
義
ｌ
い
わ
ゆ
る
羽
地
「
仕
置
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
『
西
日
本
史
学
会
宮
崎
支
部
報
』
’
九
八
九
年
の
よ
う
な
独
自
な
視
点
で
の
論
稿
も
存
在
す
る
。
（
Ⅲ
）
高
良
倉
吉
「
向
象
賢
の
論
理
」
、
同
「
琉
球
王
国
の
展
開
‐
自
己
変
革
の
思
念
、
「
伝
統
」
形
成
の
背
景
‐
」
『
岩
波
講
座
世
界
歴
史
一
三
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
伝
統
社
会
の
形
成
』
岩
波
書
店
一
九
九
八
年
（
辺
）
色
々
独
吟
味
二
而
仕
置
相
改
候
付
、
二
一
一
一
年
内
二
百
姓
緩
々
与
罷
成
候
。
我
非
壱
人
之
私
言
侯
。
諸
人
所
見
知
侯
。
前
々
与
ハ
各
別
之
儀
候
事
。
「
羽
地
仕
置
」
（
『
沖
縄
県
史
料
』
前
近
代
一
首
里
王
府
仕
置
四
六
頁
に
収
録
。
）
以
下
全
て
、
意
訳
の
括
弧
は筆者の挿入。
（
羽
）
今
度
於
大
和
仕
明
御
赦
免
可
被
下
由
、
訴
訟
申
上
候
処
、
無
異
儀
相
達
御
免
被
下
候
（
後
略
）
。
「
羽
地
仕
置
」
三
○
頁
（
別
）
高
良
倉
吉
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
か
ら
推
進
さ
れ
た
仕
明
は
、
耕
地
面
積
の
拡
大
や
収
穫
高
の
増
加
と
い
う
点
で
は
著
し
い
成
果
を
収
め
た
。
し
か
し
、
そ
の
反
動
に
よ
る
乱
開
発
や
林
野
面
積
の
減
少
な
ど
が
表
面
化
し
た
た
め
、
一
六
一
八
九
年
に
王
府
に
よ
っ
て
規
制
を
加
え
ら
れ
た
。
高
良
倉
吉
「
琉
球
王
国
の
展
開
‐
自
己
変
革
の
思
念
、
「
伝
統
」
形
成
の
背
景
‐
」
九
一
１
九
（羽）至於康嚥十年辛亥、總理唐榮司紫金大夫金正春城間親方、始議創建聖廟、請攝政向氏羽地王子朝秀。『程氏家譜』
一
一
頁
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グー、〆－，
２７２６ 
、－〆、－〆
〆■、〆■､〆￣、
３０２９２８ 
、－〆、－〆、－〆
（塊）
（釦）
「
六
世
小
宗
都
通
事
謹
泰
昨
」
（
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
六
家
譜
資
料
二
（
下
）
五
四
四
頁
に
収
録
）
真
境
名
安
興
「
琉
球
の
五
偉
人
」
二
四
頁
（
句
読
点
は
筆
者
が
挿
入
）
（
出
典
は
（
注
３
）
と
同
様
）
史
料
中
の
「
勧
進
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、
士
族
達
の
「
浄
財
」
な
の
か
、
王
府
が
政
策
と
し
て
寄
付
を
募
っ
た
も
の
な
の
か
、
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
本
稿
で
の
筆
者
の
主
要
な
関
心
は
、
な
ぜ
こ
の
時
期
に
孔
子
廟
を
創
建
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
後
者
で
は
な
い
か
と
い
う
ふ
う
に
「
仮
定
」
し
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
前
者
の
意
見
は
、
当
時
の
琉
球
経
済
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
当
時
の
人
々
の
「
中
国
文
化
」
に
お
け
る
ス
タ
ン
ス
や
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
の
問
題
と
も
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
筆
者
と
し
て
も
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
高
良
倉
吉
「
琉
球
王
国
の
展
開
‐
自
己
変
革
の
思
念
、
「
伝
統
」
形
成
の
背
景
‐
」
七
八
頁
豊
見
山
和
行
「
冊
封
関
係
か
ら
み
た
近
世
琉
球
の
外
交
と
社
会
」
『
琉
球
王
国
の
外
交
と
王
権
』
吉
川
弘
文
館
二
○
○
四
年
鹿児嶋之應御例格、（中略）、國法被相定、國之御礼法被相定、御政道之根元被相定、（後略）。『羽地家々之傳物語』
沖
縄
文
化
研
究
所
所
蔵
諸
説
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
美
季
「
情
に
対
す
る
琉
日
関
係
の
隠
蔽
「
『
旅
行
心
得
之
条
々
』
の
分
析
を
中
心
に
「
」
『
ア
ジ
ア
民
衆
史
研
究
』
第
十
集
二
○
○
五
年
を
参
照
。
紙
屋
敦
之
氏
に
よ
る
と
、
一
六
五
五
年
に
清
朝
の
冊
封
使
来
琉
予
定
の
報
を
聞
い
た
幕
府
は
、
も
し
清
朝
か
ら
何
か
要
求
さ
れ
れ
ば
、
琉
球
は
そ
れ
に
従
う
よ
う
に
と
い
う
命
を
下
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
琉
球
支
配
に
お
け
る
清
朝
と
の
軍
事
的
衝
突
を
避
け
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（
調
）
ト
カ
ラ
交
通
の
レ
ト
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
（
注
別
）
渡
辺
論
文
を
参
照
。
ま
た
、
紙
屋
敦
之
「
琉
球
の
中
国
へ
の
進
貢
と
対
日
関
係
の
隠
蔽
」
『
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
の
発
展
』
ア
ジ
ア
地
域
文
化
学
叢
書
Ⅱ
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
地
域
文
化
エ
ン
ハ
ン
シ
ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
二
○
○
六
年
で
も
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
論
点
が
示
さ
れ
て
い
る
。
詞
）
冊
封
使
派
遣
決
定
ま
で
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
曾
煥
棋
「
使
琉
球
冊
封
正
使
汪
揖
・
副
使
林
麟
娼
に
つ
い
て
」
『
情
代
使
琉
球
冊
封
使
の
研
究
』
熔
樹
書
林
二
○
○
五
年
、
拙
稿
「
清
代
冊
封
使
の
派
遣
実
施
の
議
論
と
冊
封
使
の
請
願
「
清
朝
第
二
回
目
の
冊
封
琉
球
使
に
つ
い
て
「
」
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
第
三
十
二
号
二
○
○
八
年
を
参
照
。
ま
た
、
汪
揖
と
林
麟
娼
に
つ
い
て
の
専
論
と
し
て
、
謝
必
震
「
圧
揖
使
琉
球
及
其
著
述
略
論
」
『
淡
江
史
学
』
一
九
九
三
年
が
存
在
す
る
。
（
開
）
上
諭
曰
「
琉
球
世
爲
外
臣
、
今
奏
請
嗣
爵
。
故
特
遣
使
冊
封
、
朕
書
「
中
山
世
土
」
四
大
字
、
命
使
臣
賓
賜
。
（
後
略
）
」
「
康
煕
’
’
十
一
年
壬
戌
八
月
」
『
康
煕
起
居
注
』
第
二
冊
中
華
書
局
編
一
九
八
四
年
八
八
七
頁
ま
た
『
使
琉
球
雑
録
』
（
原
田
萬
雄
『
汪
揖
冊
封
琉
球
便
録
三
篇
』
椿
樹
書
林
一
九
九
七
年
に
収
録
）
に
は
、
琉
球
を
「
徳
化
」
の
た
め
に
扁
額
を
賜
与
す
る
と
い
う
記
述
が
存
在
す
る
。
（
洲
）
康
煕
帝
に
よ
る
清
朝
の
対
琉
球
政
策
に
つ
い
て
は
、
謝
必
震
「
康
煕
輿
琉
球
」
『
第
八
回
琉
中
歴
史
関
係
国
際
学
術
会
議
論
文
集
』
二
○
○
一
年
を
参
照
。
○
年
た
の
だ
と
す
る
。
同
時
に
、
幕
府
は
こ
の
時
、
琉
球
を
直
接
支
配
す
る
の
で
は
な
く
、
治
め
ず
し
て
治
め
る
と
い
う
風
に
方
針
を
転
換
し
た
と
い
う
。
紙
屋
敦
之
「
幕
藩
制
国
家
の
成
立
と
東
ア
ジ
ア
」
『
幕
藩
制
国
家
の
琉
球
支
配
』
校
倉
書
房
一
九
九
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（Ⅳ） 
／■、〆■、
４０３９ 
、．〆、‐〆
（胡）
（岨）
（妬） ／￣、４２ 
、－〆
一
六
八
一
年
に
三
藩
の
乱
を
平
定
し
、
そ
の
後
一
六
八
一
一
一
年
に
台
湾
鄭
氏
を
降
伏
さ
せ
た
。
冊
封
使
は
、
鄭
氏
の
降
伏
を
待
っ
て
来
琉
し
た
の
で
あ
る
。
当
初
は
冊
封
使
を
派
遣
し
な
い
方
針
で
あ
っ
た
清
朝
政
府
に
、
琉
球
側
は
、
三
藩
の
一
つ
で
あ
る
靖
南
王
の
要
請
拒
否
を
理
由
に、再一一一冊封使の来琉を懇願する。渡辺美季「琉球から見た清朝‐明清交替、三藩の乱、そして太平天国の乱‐」『清
朝
と
は
何
か
』
別
冊
環
⑯
藤
原
書
店
二
○
○
九
年
登
岸
入
館
之
次
日
、
例
當
行
香
。
通
事
以
天
妃
宮
・
至
聖
廟
告
。
『
使
琉
球
雑
録
』
巻
一
使
事
十
三
葉
孜
之
、
前
録
未
聞
國
中
祀
孔
子
。
慮
別
有
所
謂
至
聖
者
。
將
出
、
前
導
者
請
曰
「
宮
與
廟
執
先
。
」
答
曰
「
先
廟
。
」
入
廟
（
中
略
）
審
視
。
然
後
、
下
階
粛
拝
如
禮
。
『
使
琉
球
雑
録
』
巻
一
使
事
十
四
葉
若
吾
夫
子
之
廟
、
稽
諸
往
載
、
琉
球
未
聞
有
祀
者
。
於
是
進
諸
大
夫
而
詞
之
、
成
脆
而
言
、
曰
「
聖
廟
之
建
、
肇
自
康
熈
八
年
。
陪
臣
入
貢
中
國
、
見
夫
學
宮
巍
峨
布
滿
天
下
、
鰭
慕
感
動
、
歸
而
陳
諸
王
前
、
度
材
命
工
、
厭
廟
斯
興
。
林
麟
娼
「
琉
球
國
新
建
至
聖
廟
記
」
（
塚
田
清
策
『
琉
球
國
碑
文
記
の
定
本
作
成
の
研
究
』
啓
学
出
版
一
九
七
○
年
一
四
三
頁
「
一
一
一
八
琉
球
國
新
建
至
聖
廟
記
」
に
収
録
）
ま
た
、
周
煙
『
琉
球
國
志
略
』
巻
十
五
「
芸
文
」
に
も
同
記
述
を
収
録
。
康
煕
八
年
の
入
貢
で
は
、
清
代
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
、
会
同
館
で
の
生
糸
交
易
を
認
め
ら
れ
た
。
（
康
熈
九
年
（
中
略
）
清
朝
許
球
人
交
易
者
、
自
此
始
也
。
『
察
氏
家
譜
』
「
九
世
謹
國
器
高
良
親
方
」
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
六
家
譜
資
料
二
（
上
）
二九八頁に収録）
こ
の
絵
に
つ
い
て
は
、
最
近
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
い
う
汪
揖
の
口
述
か
ら
、
万
暦
三
十
八
年
に
察
堅
が
持
ち
帰
っ
た
絵
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と
思
わ
れ
る
が
、
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
絵
が
い
つ
か
ら
王
の
問
に
か
け
ら
れ
て
い
た
の
か
、
冊
封
使
に
見
せ
る
た
め
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
の
か
等
も
推
測
の
域
を
出
な
い
。
（
ｕ
）
遂
入
王
宮
（
中
略
）
、
上
奉
御
賜
袴
書
中
山
世
土
四
大
字
、
下
設
一
楊
王
位
也
。
中
懸
孔
子
像
、
絹
色
蒼
勲
、
非
近
代
物
。
『
便
琉
球
雑
録
』
巻
二
彊
域
十
八
葉
（
妬
）
汪
揖
と
林
麟
娼
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
同
タ
イ
ト
ル
で
、
孔
子
廟
に
関
す
る
文
章
を
琉
球
に
残
し
た
。
そ
れ
が
「
琉
球
國
新
建
至
聖
廟記」である。タイトルは同じであるが、記述内容はそれぞれ微妙に異なる。なお、それぞれは塚田清策『琉
球
国
碑
文
記
の
定
本
作
成
の
研
究
』
啓
学
出
版
一
九
七
○
年
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
〆へ〆白、
４７４６ 
、.〆、－〆
（
Ⅳ
）
自
州
縣
皆
得
建
學
、
而
吾
孔
子
之
廟
祀
始
遍
天
下
。
然
學
以
外
無
所
謂
廟
也
。
（
中
略
）
孔
子
之
祀
、
行
於
廟
、
而
備
於
學
、
鳴
呼
至
英
。
「
附
臣
揖
墓
琉
球
國
新
建
至
聖
廟
記
」
『
便
琉
球
雑
録
』
巻
二
九
葉
（
蛆
）
今
天
子
重
道
崇
儒
、
常
以
興
教
化
、
勤
學
校
、
考
吏
之
殿
最
。
於
是
職
方
版
圖
、
莫
不
以
修
學
新
孔
子
廟
爲
務
。
「
附
臣
揖
喜
琉
球
國
新
建
至
聖
廟
記
」
『
便
琉
球
雑
録
』
巻
二
九
葉
（
Ⅲ
）
而
琉
球
國
遠
在
海
東
萬
里
外
、
亦
建
至
聖
廟
於
國
門
之
久
米
村
。
蓋
創
始
於
康
煕
之
十
二
年
、
立
國
以
来
、
所
未
有
也
。
夫
琉
球
自
階
唐
以
後
、
國
名
始
見
於
史
。
又
千
餘
年
、
至
明
初
始
修
職
貢
通
中
國
。
『
使
琉
球
雑
録
』
巻
一
一
九
‐
十
葉
、
さ
ら
に
林
麟
娼
「
琉
球
國
新
建
至
聖
廟
記
」
に
は
、
春
秋
後
、
中
國
崇
祀
聖
人
、
垂
三
千
年
、
而
外
夷
無
聞
。
今
琉
球
一
日
一
先
之
。
と
い
う
記
述
も
存
在
す
る
。
（注似）参照。
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〆￣、〆■、
５４５３ 
、－〆、－〆
（別）
（記）
（列）
二ｍ）戸､〆■、５７５６ 
，－〆、＝〆
皇
清
受
命
、
首
列
藩
封
歴
三
十
年
、
而
祀
聖
人
於
今
天
子
践
詐
十
年
之
後
。
謂
非
皇
帝
盛
徳
大
業
度
越
千
古
有
以
漸
被
之
而
然
歎
。
『
便
琉
球
雑
録
』
巻
二
十
葉
今
日
者
、
廟
既
成
笑
。
因
廟
而
擴
之
爲
學
、
則
費
不
繁
而
制
大
備
。
『
使
琉
球
雑
録
』
巻
二
十
一
葉
因
廟
而
擴
之
爲
學
、
揮
國
中
敦
行
誼
工
文
章
者
、
爲
之
長
、
陣
以
時
訓
督
其
子
弟
修
挙
鐸
菜
鐸
莫
之
禮
。
國
之
中
、
或
難
其
選
則
直
疏
其
事
而
請
於
朝
乞
如
往
昔
教
育
故
事
。
『
使
琉
球
雑
録
』
巻
二
十
一
葉
上
江
洲
安
亨
「
清
朝
初
期
に
お
け
る
琉
球
国
の
官
生
派
遣
の
復
活
に
つ
い
て
」
『
沖
縄
文
化
研
究
二
四
』
一
九
九
八
年
碩
言
語
、
尤
得
要
領
、
琉
球
君
臣
相
與
感
動
攝
服
、
請
以
子
弟
入
太
學
。
蓋
通
道
以
來
未
有
也
。
『
國
朝
耆
献
類
徴
』
巻
百
六
十
一
一
彊
臣
十
四
六
葉
「
汪
揖
」
（
一
巻
江
蘇
廣
陵
古
籍
刻
印
社
一
九
九
○
年
二
一
一
六
頁
に
収
録
）
康
煕
二
十
二
年
癸
亥
、
尚
貞
王
、
受
冊
封
時
、
欽
差
汪
林
公
、
偏
謁
寺
院
・
神
廟
、
燭
惜
斯
廟
之
未
建
。
遂
能
許
恩
、
各
發
銀
雨、因嘱唐柴宮員云。迄我旋後、請代建廟。是故、紫金大夫察鐸志多伯親方、題請、王允其請。康煕二十九
年庚午、乃當入貢之期、便托使者、能塑關帝、及關平・周倉、三位聖像。越明年、奉此而旋。故子上天妃廟内、
別築一壇、奉安其像、永爲護國伏魔之神焉。『琉球國蕾記』「關帝王廟（在上天妃廟内）」（「琉球史料叢書三』
東
京
美
術
一
九
七
二
年
二
九
頁
に
収
録
）
康煕二十九年に入貢し、翌年帰国した使者は、鄭職良など、みな当時在船都通事以下の役職である。
汪
揖
に
関
す
る
官
選
の
伝
記
、
後
の
冊
封
使
の
「
使
録
」
、
ま
た
当
時
の
桜
案
史
料
に
関
し
て
は
、
関
帝
廟
と
汪
揖
を
結
び
つ
け
る
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
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（
魂
）
於
康
熈
十
一
年
請
立
廟
、
王
允
其
議
。
廻
卜
地
久
米
村
、
至
康
標
十
三
年
令
匠
氏
尼
材
、
不
日
成
之
。
越
明
年
、
塑
像
於
廟
。
又
明
年
行
春
秋
鐸
菜
禮
。
既
新
輪
奥
復
粛
俎
豆
、
晄
如
登
關
里
之
堂
躬
逢
其
盛
也
。
創
始
之
功
、
洵
不
跳
実
。
績
於
康
撫
二
十
二
年
、
蒙
冊
封
、
正
使
翰
林
院
検
討
汪
公
、
副
使
内
閣
中
書
舎
人
林
公
、
宵
到
御
書
中
山
世
士
四
大
字
、
賜
王
。
復
奏
允
陪
臣
子弟入國子監讃書。均異數也。然皆立廟以後事、可知崇聖教即遂帝巻其理微笑。「廟學紀署」（『程氏家譜』「七
世
隆
勲
紫
金
大
夫
加
街
法
司
正
卿
謹
順
則
」
に
収
録
）
（
出
典
は
（
注
弱
）
と
同
様
）
マ
マ
竪
力
（
羽
）
予
至
中
華
見
所
在
神
祠
血
食
郷
土
者
甚
多
。
燭
関
帝
廟
貌
、
清
粛
荘
嚴
。
上
自
公
卿
大
夫
、
下
至
健
兒
牧
竪
莫
不
漂
然
起
敬
、
膳
禮
恐
後
也
。
帝
果
何
以
得
此
於
人
哉
。
（
中
略
）
莚
琉
球
國
已
建
孔
子
廟
。
而
濁
於
帝
畉
其
祀
典
。
豈
帝
之
整
名
、
止
洋
溢
於
中
夏
而
不
能
遠
播
於
海
外
歎
。
予
謂
不
然
也
。
歳
癸
亥
為
今
上
御
極
之
二
十
有
二
年
、
冊
封
正
使
翰
林
院
検
討
汪
公
謹
揖
、
マ
マ
副
使
内
閣
中
書
舎
人
林
公
證
麟
娼
、
知
吾
國
有
欲
為
帝
立
廟
一
息
、
乃
損
俸
五
十
金
以
爲
之
侶
。
愛
我
王
喜
為
立
像
祀
之
。
從
此
俎
豆
馨
香
、
帝
之
露
爽
實
式
懸
焉
。
然
或
則
疑
之
、
謂
琉
球
王
位
世
及
相
傳
、
弗
替
小
心
恭
順
、
兵
革
不
興
。
祝
帝
之
意
果
何
為
也
者
、
不
知
帝
之
正
氣
。
可
以
塞
天
地
帝
之
大
義
。
可
以
貫
古
今
能
便
、
後
之
為
臣
子
者
摩
不
知
有
君
父
焉
。
豈
僅
廉
頑
立
儒
、
寛
鄙
敦
薄
已
哉
。
若
止
論
其
武
功
則
古
今
戦
勝
攻
取
、
號
稻
萬
人
敵
者
。
夫
豈
無
人
而
何
以
濁
帝
之
聲
名
至
今
存
也
。
然
則予立廟之意固在此而不在彼冑。「琉球國創建關帝廟記」（『程氏家譜』「七世隆勲紫金大夫加街法司正卿諒順
則」収録）
（㈹）この「覚」
第
一
○
六
集
に
つ
い
て
は
、
糸
数
兼
治
氏
が
「
琉
球
に
お
け
る
孔
子
祭
祀
の
受
容
と
学
校
」
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
一一○○三年の中で言及している。
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（
仇
）
｜
右
両
勅
使
様
よ
り
孔
子
廟
之
記
、
具
二
被
害
置
候
。
然
者
勅
使
様
被
申
置
候
通
、
聖
廟
二
学
校
所
無
之
候
得
者
中
国
之
法
式
違
力
致
相
迄
、
却
而
孔
子
廟
御
建
立
為
被
遊
詮
無
御
座
候
付
、
先
年
料
銀
差
上
置
候
処
、
〈
７
迄
御
普
請
不
被
仰
付
候
得
者
、
自
然
勅
使
御
渡
来
之
時
、
琉
球
之
儀
者
聖
像
計
御
仕
立
拝
候
迄
二
而
学
校
之
教
者
無
之
由
、
記
載
せ
委
御
仕
付
被
成
候
ハ
エ
、
末
代
二
甲
力
到
迄
御
外
聞
向
不
可
然
候
。
縦
令
冠
船
以
後
ニ
到
り
何
様
之
御
普
請
被
遊
候
辻
〈
、
無
早
斐
儀
之
奉
存
候
条
、
冠
船
内
二
相
応
之
御
普
請
被
仰
付
被
下
候
様
、
宜
御
取
成
御
披
露
頼
上
候
、
以
上
。
酉
四
月
十
九
日
大
嶺
親
雲
上
松
堂
親
雲
上
古
波
蔵
親
方
「
’
一
八
党
」
（
『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
一
一
琉
球
資
料
（
下
）
一
九
九
一
年
四
一
一
一
一
‐
四
三
二
頁
に
収
録
）
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